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1億2759万2千円増
5085万5千円増
470万3千円減

0
14万5千円増
196万6千円減

 0
51万5千円増
 27万円増

特
別
会
計

 35億2244万9千円
6億341万円
7625万2千円
1億7218万2千円
1173万円

 4億7651万7千円
1421万6千円
1億697万8千円
3518万2千円

1億7270万8千円増  50億5350万6千円

一 般 会 計

会　計　別

合　　　計

補　正　額 補正後の予算額

 事業勘定

 直診勘定

簡易水道事業

村営バス事業

介護保険

交流施設

給食センター

後期高齢者医療

村
税

個
人
村
民
税

7
8
4
万
7
千
円
追
加

地
方
交
付
税

普
通
交
付
税

２
億
３
３
８
３
万
３
千
円

　
追
加

国
庫
支
出
金

高
齢
者
向
け
給
付
金
給
付

事
業
費１

３
５
０
万
円
追
加
 

平
成
２７
年
度
一
般
会
計
の
補

正
予
算（
第
９
号
）は
原
案
の
と

お
り
、１
億
２
７
５
９
万
２
千

円
を
増
額
可
決
し
、歳
入
歳
出

と
も
３５
億
２
２
４
４
万
９
千
円

と
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
の
内
容

は
、個
人
番
号
制
度
導
入
に
係

る
地
方
公
共
団
体
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
強
化
対
策
業
務
、高
齢

者
向
け
給
付
金
給
付
事
業
、地

方
交
付
税
普
通
交
付
税
等
の

収
入
増
額
分
の
基
金
積
み
立
て

が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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・

○

 

・

 

・○

 

・○
総
務
費
積
立
金

公
有
施
設
整
備
基
金

６
０
０
０
万
円
追
加

財
政
調
整
基
金

４
０
０
０
万
円
追
加

総
務
費
委
託
料

地
方
公
共
団
体
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対
策
業
務

１
７
３
３
万
１
千
円
追
加

総
務
費
負
担
金
、補
助
及

び
交
付
金

主
な
歳
入
補
正

主
な
歳
出
補
正

報
　
告

専
決
処
分
を
承
認

条
例
の
制
定・

一
部
改
正
を
可
決

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　
簡
易
水
道 

鍬
木
田
配
水
池

整
備
事
業
に
お
い
て
、工
種
の

変
更
等
に
よ
り
請
負
金
額
の

減
額
が
あ
り
、変
更
し
て
契
約

す
る
た
め
平
成
２８
年
１
月
２１

日
に
専
決
処
分
し
、報
告
す
る

も
の
。

▼
平
成
２７
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
８
号
）

　

村
民
保
養
施
設
さ
ぎ
り
荘

の
温
泉
水
ろ
過
槽
の
ろ
過
材

交
換
を
緊
急
に
実
施
す
る
必

要
が
生
じ
た
た
め
、そ
れ
ら
に

要
す
る
経
費
及
び
清
掃
を
行

う
た
め
の
予
算
を
増
額
補
正

す
る
も
の
と
、そ
の
ほ
か
の
案

件
に
つ
い
て
平
成
２８
年
１
月

２８
日
に
専
決
処
分
し
た
も
の
。

▼
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
等

に
関
す
る
条
例

　

鮫
川
村
行
政
手
続
き
条
例

ほ
か
の
関
係
条
例
に
つ
い
て
、

引
用
し
て
い
る
法
律
名
の
改

正
、用
語
の
整
理
等
を
行
う
。

補正予算

▼
行
政
不
服
審
査
会
条
例

　

村
長
の
諮
問
を
受
け
て
審

査
請
求
に
係
る
事
件
の
調
査

審
議
等
を
行
う
鮫
川
村
行
政

不
服
審
査
会
の
設
置
、組
織

等
に
関
し
、必
要
な
事
項
を
定

め
る
。

▼
行
政
不
服
審
査
法
関
係
手

数
料
条
例

　

手
数
料
を
徴
収
す
る
こ
と

に
関
し
、必
要
な
事
項
を
定
め

る
。

▼
職
員
の
降
給
に
関
す
る
条
例

　

分
限
処
分
の
一
つ
と
し
て

降
給（
降
格
及
び
降
号
）の
事

由
や
手
続
き
を
明
確
化
す
る

た
め
、地
方
公
務
員
法
第
２７

条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
条

例
で
定
め
る
。

▼
高
校
生
通
学
支
援
金
支
給

条
例
　

高
等
学
校
に
通
学
す
る
生

徒
の
保
護
者
等
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、子

育
て
環
境
の
向
上
及
び
人
材

育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
、通
学
支
援
金
を
支
給

す
る
た
め
の
条
例
を
定
め
る
。

▼
個
人
情
報
保
護
条
例
の一部

を
改
正
す
る
条
例

　

引
用
し
て
い
る
法
律
名
の

改
正
、用
語
の
整
理
等
を
行

う
。ま
た
、行
政
機
関
の
保
有

す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
の
規
定
に
合
せ
る
。

▼
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

況
の
公
表
に
関
し
、報
告
事
項

の
一
部
を
追
加
す
る
。

▼
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の

派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の一部

を
改
正
す
る
条
例

　
条
文
の
整
理
を
行
う
。

▼
職
員
の
勤
務
時
間
、休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

引
用
す
る
条
項
の
整
理
を

行
う
。

▼
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

村
長
が
委
嘱
す
る
行
政
不

服
審
査
会
委
員
及
び
鮫
川
村

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
創

設
に
伴
う
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
員
に
対
す
る
報
酬
等
を

規
定
す
る
。

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
２７
年
人
事
院
及
び
県

人
事
委
員
会
勧
告
に
基
づ

き
、職
員
の
給
与
及
び
勤
勉

手
当
等
の
改
正
を
行
う
。

▼
奨
学
基
金
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

鮫
川
村
奨
学
基
金
に
新
た

に
寄
付
が
あ
っ
た
た
め
。奨
学
５ さめがわ議会だより第144号

■ 
地
方
公
共
団
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対
策
業
務
に

　
１
７
３
３
万
１
千
円

〜
地
方
交
付
税（
普
通
交
付
税
）は
基
金
に
積
み
立
て
〜

■ 

高
齢
者
向
け
給
付
金
給
付
事
業
に
１
３
５
０
万
円

一
般
会
計 

増額可決
補正が行われた８会計。簡易水道事業、交流施設会計の総額は
変わらず内容が変更された。

高
齢
者
向
け
給
付
金

１
３
５
０
万
円
追
加

民
生
費
繰
出
金

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

事
業
勘
定

３
８
８
４
万
１
千
円
追
加

土
木
費

道
路
維
持
補
修
工
事

２
９
０
万
円
追
加

 

・○

 

・○

 

・

基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
。

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

引
用
し
て
い
る
法
律
名
等

の
改
正
、用
語
の
整
理
を
行

い
、併
せ
て
書
面
等
の
写
し
を

交
付
す
る
場
合
の
手
数
料
に

つ
い
て
規
定
す
る
。

▼
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指

定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、設
備
及
び
運

営
に
係
る
基
準
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

に
つ
い
て
、地
域
と
の
連
携
や

運
営
の
透
明
性
を
確
保
す
る

た
め
、運
営
推
進
会
議
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。

▼
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指

定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、設

備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地

域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に

係
る
基
準
に
関
す
る
条
例
の一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

介
護
認
知
症
対
応
型
通
所

介
護
に
つ
い
て
、地
域
と
の
連

携
や
運
営
の
透
明
性
を
確
保

す
る
た
め
、運
営
推
進
会
議
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。

▼
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

の
給
付
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

条
例
で
引
用
す
る
条
項
の

整
理
を
行
う
。

▼
村
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

村
営
住
宅
で
新
た
に
宿
ノ

入
団
地
５
戸
が
建
設
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、村
営
住
宅
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
。

▼
定
住
促
進
住
宅
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の一部

を
改
正
す
る
条
例

　

水
口
住
宅
２・３
号
が
老
朽

化
に
よ
り
解
体
処
分
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、定
住
促
進
住
宅

条
例
の
一
部
を
改
正
し
、併
せ

て
住
宅
整
備
方
法
の
違
い
に

よ
る
住
宅
の
区
分
を
明
確
化

す
る
。

▼
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
消
防
団
員
の
減
少
に
伴
い
、

現
状
に
合
っ
た
定
数
と
す
る

た
め
、条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
。

▼
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

（
鮫
川
村
中
の
沢
集
落
セ
ン

タ
ー
）　　
　
　
　
　

（
戸
倉
地
区
簡
易
排
水
処
理

施
設
）

（
鮫
川
村
村
民
運
動
場
）

（
鮫
川
村
青
少
年
広
場
）

（
富
田
村
民
体
育
館
）

（
西
山
村
民
体
育
館
）

（
鮫
川
村
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
）

▼
鮫
川
村
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

▼
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設

の
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に

つ
い
て

（
西
野
辺
地
）

（
西
山
辺
地
）

▼
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出

◎
意
見
書
は
、内
閣
総
理
大

臣
、厚
生
労
働
大
臣
、福
島
県

労
働
局
長
に
提
出
し
た
。

▼
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
導

入・拡
充
と
教
育
費
負
担
の
軽

減
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

◎
意
見
書
は
、内
閣
総
理
大

臣
、衆
議
院
議
長
、参
議
院
議

長
、財
務
大
臣
、文
部
科
学
大

臣
、厚
生
労
働
大
臣
に
提
出

し
た
。

国 

保



さめがわ議会だより第144号　６

1億6433万9千円増
19万8千円増
609万4千円減
21万8千円増
10万8千円増

2695万6千円減
390万4千円減

特
別
会
計

36億8678万8千円
6億360万8千円
1億6608万8千円
1194万8千円
3469万8千円

4億4956万1千円
1億307万4千円

1億2790万9千円増 51億8141万5千円

一 般 会 計
会　計　別

合　　　計

補　正　額 補正後の予算額

国保（事業勘定）

簡 易 水 道

村 営 バ ス

集 落 排 水

介 護 保 険

学校給食センター

議
員
発
議・意
見
書
の

提
出
を
可
決

そ
の
他

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　
簡
易
水
道 

鍬
木
田
配
水
池

整
備
事
業
に
お
い
て
、工
種
の

変
更
等
に
よ
り
請
負
金
額
の

減
額
が
あ
り
、変
更
し
て
契
約

す
る
た
め
平
成
２８
年
１
月
２１

日
に
専
決
処
分
し
、報
告
す
る

も
の
。

▼
平
成
２７
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
８
号
）

　

村
民
保
養
施
設
さ
ぎ
り
荘

の
温
泉
水
ろ
過
槽
の
ろ
過
材

交
換
を
緊
急
に
実
施
す
る
必

要
が
生
じ
た
た
め
、そ
れ
ら
に

要
す
る
経
費
及
び
清
掃
を
行

う
た
め
の
予
算
を
増
額
補
正

す
る
も
の
と
、そ
の
ほ
か
の
案

件
に
つ
い
て
平
成
２８
年
１
月

２８
日
に
専
決
処
分
し
た
も
の
。

▼
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
等

に
関
す
る
条
例

　

鮫
川
村
行
政
手
続
き
条
例

ほ
か
の
関
係
条
例
に
つ
い
て
、

引
用
し
て
い
る
法
律
名
の
改

正
、用
語
の
整
理
等
を
行
う
。

▼
行
政
不
服
審
査
会
条
例

　

村
長
の
諮
問
を
受
け
て
審

査
請
求
に
係
る
事
件
の
調
査

審
議
等
を
行
う
鮫
川
村
行
政

不
服
審
査
会
の
設
置
、組
織

等
に
関
し
、必
要
な
事
項
を
定

め
る
。

▼
行
政
不
服
審
査
法
関
係
手

数
料
条
例

　

手
数
料
を
徴
収
す
る
こ
と

に
関
し
、必
要
な
事
項
を
定
め

る
。

▼
職
員
の
降
給
に
関
す
る
条
例

　

分
限
処
分
の
一
つ
と
し
て

降
給（
降
格
及
び
降
号
）の
事

由
や
手
続
き
を
明
確
化
す
る

た
め
、地
方
公
務
員
法
第
２７

条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
条

例
で
定
め
る
。

▼
高
校
生
通
学
支
援
金
支
給

条
例
　

高
等
学
校
に
通
学
す
る
生

徒
の
保
護
者
等
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、子

育
て
環
境
の
向
上
及
び
人
材

育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
、通
学
支
援
金
を
支
給

す
る
た
め
の
条
例
を
定
め
る
。

▼
個
人
情
報
保
護
条
例
の一部

を
改
正
す
る
条
例

　

引
用
し
て
い
る
法
律
名
の

改
正
、用
語
の
整
理
等
を
行

う
。ま
た
、行
政
機
関
の
保
有

す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
の
規
定
に
合
せ
る
。

▼
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

況
の
公
表
に
関
し
、報
告
事
項

の
一
部
を
追
加
す
る
。

▼
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の

派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の一部

を
改
正
す
る
条
例

　
条
文
の
整
理
を
行
う
。

▼
職
員
の
勤
務
時
間
、休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

引
用
す
る
条
項
の
整
理
を

行
う
。

▼
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

村
長
が
委
嘱
す
る
行
政
不

服
審
査
会
委
員
及
び
鮫
川
村

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
創

設
に
伴
う
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
員
に
対
す
る
報
酬
等
を

規
定
す
る
。

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
２７
年
人
事
院
及
び
県

人
事
委
員
会
勧
告
に
基
づ

き
、職
員
の
給
与
及
び
勤
勉

手
当
等
の
改
正
を
行
う
。

▼
奨
学
基
金
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

鮫
川
村
奨
学
基
金
に
新
た

に
寄
付
が
あ
っ
た
た
め
。奨
学

地
方
交
付
税

特
別
交
付
税

１
億
２
６
１
万
円
追
加

国
庫
支
出
金

過
年
度
公
共
土
木
施
設
災

害
復
旧
事
業
費
負
担
金

１
４
０
５
万
７
千
円
追
加

過
年
度
農
業
基
盤
整
備
促

進
事
業
費

１
１
９
８
万
８
千
円
追
加

繰
入
金

公
有
施
設
整
備
基
金
繰
入
金

４
４
３
７
万
円
追
加

　
第
２
回
臨
時
議
会
は
、３
月

２５
日
開
催
さ
れ
、平
成
２７
年

度
補
正
予
算
７
件
の
７
議
案

が
提
案
さ
れ
、全
て
の
議
案
が

原
案
の
と
お
り
全
会
一
致
で

可
決
し
た
。

　

平
成
２７
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、歳
入
、歳
出
と
も

１
億
6
4
3
3
万
9
千
円
を

増
額
し
、予
算
総
額
を
36
億

8
6
7
8
万
8
千
円
と
し
た
。

○

 

・○

 

・

 

・○

 

・

○

 

・○

 

・○

  

・
財
産
管
理
費
積
立
金

公
有
施
設
整
備
基
金

２
億
２
６
３
万
２
千
円
追
加

衛
生
費
繰
出
金

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

４
４
３
７
万
円
追
加

農
林
水
産
業
費

負
担
金
補
助
及
び
交
付
金

農
業
用
施
設
雪
害
復
旧
事

業
費

５
１
２
万
円
追
加

主
な
歳
入
補
正

主
な
歳
出
補
正

一 

般
会
計（
第
１０
号
）

補
正
予
算

地
方
交
付
税
特
別
交
付
税 

１
億
２
６
１
万
円

過
年
度
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
負
担
金 

１
４
０
５
万
７
千
円
追
加

一
般
会
計
１
億
６
４
３
３
万
９
千
円
追
加
可
決

第２回
臨時議会

基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
。

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

引
用
し
て
い
る
法
律
名
等

の
改
正
、用
語
の
整
理
を
行

い
、併
せ
て
書
面
等
の
写
し
を

交
付
す
る
場
合
の
手
数
料
に

つ
い
て
規
定
す
る
。

▼
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指

定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、設
備
及
び
運

営
に
係
る
基
準
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

に
つ
い
て
、地
域
と
の
連
携
や

運
営
の
透
明
性
を
確
保
す
る

た
め
、運
営
推
進
会
議
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。

▼
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指

定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、設

備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地

域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に

係
る
基
準
に
関
す
る
条
例
の一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

介
護
認
知
症
対
応
型
通
所

介
護
に
つ
い
て
、地
域
と
の
連

携
や
運
営
の
透
明
性
を
確
保

す
る
た
め
、運
営
推
進
会
議
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。

▼
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

の
給
付
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

条
例
で
引
用
す
る
条
項
の

整
理
を
行
う
。

▼
村
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

村
営
住
宅
で
新
た
に
宿
ノ

入
団
地
５
戸
が
建
設
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、村
営
住
宅
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
。

▼
定
住
促
進
住
宅
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の一部

を
改
正
す
る
条
例

　

水
口
住
宅
２・３
号
が
老
朽

化
に
よ
り
解
体
処
分
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、定
住
促
進
住
宅

条
例
の
一
部
を
改
正
し
、併
せ

て
住
宅
整
備
方
法
の
違
い
に

よ
る
住
宅
の
区
分
を
明
確
化

す
る
。

▼
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
消
防
団
員
の
減
少
に
伴
い
、

現
状
に
合
っ
た
定
数
と
す
る

た
め
、条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
。

▼
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

（
鮫
川
村
中
の
沢
集
落
セ
ン

タ
ー
）　　
　
　
　
　

（
戸
倉
地
区
簡
易
排
水
処
理

施
設
）

（
鮫
川
村
村
民
運
動
場
）

（
鮫
川
村
青
少
年
広
場
）

（
富
田
村
民
体
育
館
）

（
西
山
村
民
体
育
館
）

（
鮫
川
村
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
）

▼
鮫
川
村
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

▼
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設

の
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に

つ
い
て

（
西
野
辺
地
）

（
西
山
辺
地
）

▼
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出

◎
意
見
書
は
、内
閣
総
理
大

臣
、厚
生
労
働
大
臣
、福
島
県

労
働
局
長
に
提
出
し
た
。

▼
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
導

入・拡
充
と
教
育
費
負
担
の
軽

減
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

◎
意
見
書
は
、内
閣
総
理
大

臣
、衆
議
院
議
長
、参
議
院
議

長
、財
務
大
臣
、文
部
科
学
大

臣
、厚
生
労
働
大
臣
に
提
出

し
た
。

平
成
28
年
度
へ
の

繰
越
事
業（繰

越
明
許
費
）

事　　業　　名 金　額款 項

17,298
5,000
15,160
82,968
3,000

（千円）
２ 総務費

２ 総務費

２ 総務費

６ 農林水産業費

８ 土木費

１ 総務管理費

１ 総務管理費

１ 総務管理費

２ 林 業 費

２ 道路橋りょう費

地方公共団体情報セキュリティ強化対策事業

湯の田地区整備事業

ふくしま森林再生事業

村道ひだまり荘線維持補修事業

高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時
福祉給付金）給付事業

※
繰
越
明
許
費
と
は

　
予
算
成
立
後
の
事
由
に
よ
っ

て
、年
度
内
に
支
出
を
終
ら
な

い
見
込
み
の
あ
る
も
の
は
、あ
ら

か
じ
め
議
会
の
議
決
を
経
て
お

け
ば
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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「
代
表
と
し
て
み
ん
な
の
思
い
を
伝

え
ら
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
村

長
さ
ん
に
て
い
ね
い
に
答
え
て
も
ら
え

て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
」

　

こ
れ
は
、
青
生
野
小
代
表
議
員
で
あ

る
、
山
形
祐
貴
さ
ん
の
感
想
で
す
。
青

生
野
小
の
子
ど
も
た
ち
は
、
子
ど
も
議

会
に
参
加
し
、
議
会
や
行
政
へ
の
興

味
・
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
私
が
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
子
ど
も

た
ち
が
質
問
や
再
質
問
で
「
自
分
の
思

い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
そ
し

て
、
村
長
さ
ん
や
教
育
長
さ
ん
が
、
子

ど
も
た
ち
の
質
問
一
つ
一
つ
、
て
い
ね

い
に
答
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
す
。

子
ど
も
の
思
い
や
願
い
を
大
切
に
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
議
会
に
参
加
す
る
に

あ
た
り
、
み
ん
な
で
村
の
こ
と
に
つ
い

て
真
剣
に
話
し
合
い
ま
し
た
。
青
生
野

地
区
や
鮫
川
村
に
対
し
て
の
愛
着
が
さ

ら
に
深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
良
い
機
会
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

髙橋 諒久 先生
青生野小学校

子
ど
も
議
会
に
参
加
し
て

　

鮫
川
村
子
ど
も
模
擬
議
会
で
は
、
村

の
議
会
制
度
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
子
ど

も
の
視
点
か
ら
の
質
問
や
意
見
を
生
か

し
な
が
ら
将
来
の
村
づ
く
り
に
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
強
く
願
い
な
が

ら
子
ど
も
達
と
一
緒
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
「
鮫
川
村
の
安
全
面

に
つ
い
て
」
「
す
ば
ら
し
い
自
然
を
守

る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
「
三

年
後
、
五
年
後
の
村
の
運
営
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て
」
な
ど
、
自
分
た
ち
が
住
む

鮫
川
村
を
少
し
で
も
よ
く
し
よ
う
、
住

み
や
す
い
村
に
し
よ
う
と
真
剣
に
考
え

る
姿
に
嬉
し
く
、
感
心
し
ま
し
た
。
子

ど
も
模
擬
議
会
を
通
し
て
、
議
会
制
度

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
鮫
川
村
民
の

一
員
と
し
て
、
鮫
川
村
の
未
来
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
自

身
も
子
ど
も
達
以
上
に
考
え
さ
せ
ら
れ

る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
年
後
、
二
十
年
後
、
立
派
な
大
人

に
な
っ
た
時
、
子
ど
も
議
会
で
提
案
し

た
こ
と
が
生
か
さ
れ
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
鮫
川
村
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

吉成 美貴 先生
鮫川小学校

　

子
ど
も
模
擬
議
会
に
参
加
し
、
鮫
川

村
の
未
来
に
つ
い
て
、
子
ど
も
達
と
一

緒
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
知
名
度
を
上
げ
る
た
め
に
、
体
験
活

動
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。
」
「
今
の

ま
ま
の
自
然
豊
か
な
鮫
川
村
を
残
し
て

ほ
し
い
。
」
な
ど
と
、
子
ど
も
達
が
提

案
し
た
意
見
は
、
子
ど
も
の
目
線
か
ら

考
え
た
「
な
る
ほ
ど
」
と
納
得
さ
せ
ら

れ
る
も
の
ば
か
り
。
真
剣
に
鮫
川
村
を

よ
り
よ
く
し
よ
う
と
考
え
、
意
見
を
述

べ
る
子
ど
も
達
の
姿
は
、
と
て
も
頼
も

し
く
見
え
ま
し
た
。
議
会
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
鮫
川
村
の
未
来
に
つ
い
て
考

え
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
自
分
の
意
見
を
主
張
す

る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の

生
き
方
に
つ
い
て
大
切
な
こ
と
も
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
達
に

は
、
よ
り
よ
い
村
を
つ
く
る
の
は
自
分

達
な
の
だ
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
、

今
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
実
践
し
て

ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
立
派
な
大
人

に
な
っ
た
時
、
鮫
川
村
を
よ
り
よ
く
変

え
て
い
く
存
在
の
一
人
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

関根 陽子 先生
鮫川小学校

村
の
宝
物

こ
ど
も
は

思いや願いが生かされてほしい！！

先生方の熱心なご指導で活発な質問をする子ども議員

第3回こども模擬議会開催



橋本 佳澄 議員

岡
部
　
梨
音 

議
員

質
問

再

質
問

関
根
　
　
幹 

議
員

質
問

再

土
手
内 

吉
輝 

議
員

質
問

再

村
民
の
憩
い
の
場
の
設
置

に
つ
い
て

矢吹 悠葉 議員

質
問

さめがわ議会だより第144号　８

質
問

こども模擬議会で活発な議論
鈴木 修希 議長

鮫川小、青生野小の８名の子ども議員が登壇し堂々と質問し、
質問もあり、村づくりへの活発な議論も交わされました。

質
問

棚
井
　
綾
香 

議
員

質
問

再

我
妻
　
祥
佳 

議
員

質
問

再

阿
久
津 

好
輔 

議
員

質
問

再

山形 祐貴 議員

須藤 玲奈 議員

村
　
長

答
弁

村
　
長

答
弁

村
　
長

答
弁

村
　
長

答
弁

村
　
長

答
弁

村
　
長

答
弁

村
　
長

答
弁

村
　
長

答
弁

村
　
長

答
弁

　

村
内
に
も
っ
と
人
と
人
が

ふ
れ
あ
う
場
所
や
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
集
う
こ
と

が
で
き
る
公
園
な
ど
の
憩
い

の
場
所
が
必
要
で
は
な
い
で

す
か
。

　　

村
民
の
店
「
す
ま
い
る
」

や
「
手
ま
め
カ
フ
ェ
」
も
活

用
し
て
欲
し
い
で
す
。
ま
た

村
の
中
心
部
に
安
全
に
遊
べ

る
公
園
の
設
置
準
備
に
か
か

り
ま
す
。

　

森
林
を
生
か
し
た
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
は
い
か
が
で
す
か
。

｠
｠

舘
山
公
園
に
は
設
置
す
る

空
間
も
あ
り
ま
す
。こ
の
雑

木
林
を
利
用
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

　

遊
具
や
公
園
に
置
く
テ
ー

ブ
ル
は
丸
み
を
帯
び
た
物
に

す
る
こ
と
は
可
能
で
す
か
。

　
子
ど
も
や
お
年
寄
り
が
使
い

や
す
い
よ
う
に
角
を
取
る
工
夫

を
し
ま
す
。

　

青
生
野
に
「
手
ま
め
館
」
の

よ
う
な
施
設
を
作
り
、
新
鮮
な

野
菜
や
米
を
売
れ
ば
農
家
の

人
や
お
客
さ
ん
も
喜
ぶ
と
思

う
の
で
す
が
。

　

青
生
野
は
中
心
地
か
ら
離
れ
て
い

る
た
め
に
品
物
が
売
れ
る
見
込
み
は

少
な
い
の
で
、「
手
ま
め
館
２
号
店
」

は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。た
だ
多

目
的
な
施
設
の
整
備
は
区
民
の
み

な
さ
ん
の
提
案
で
つ
く
れ
ま
す
。交

流
が
活
発
に
な
れ
ば
、「
手
ま
め
館
」

が
出
張
し
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

青
生
野
に
バ
ス
が
通
っ
て
い

れ
ば
お
年
寄
り
も
気
軽
に
村

に
行
け
る
の
で
す
が
。

　
村
で
は
週
１
回
、木
曜
日
に
買

い
物
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

１
回
で
足
り
な
い
と
き
に
は
２
回

に
し
て
も
い
い
と
考
え
ま
す
。

　

村
の
中
心
部
に
は
み
ん
な
で

集
ま
れ
る
場
所
が
あ
り
ま
す

が
、
青
生
野
地
区
や
ほ
か
の
地

区
に
は
集
ま
る
施
設
が
少
な
い

の
で
す
。
村
長
は
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
の
事
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

　

青
生
野
地
区
は
鹿
角
平
、ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
、売
店

の
設
置
で
賑
わ
い
へ
の
協
力
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

舘
山
公
園
が
有
効
に
利
用

で
き
る
よ
う
に
、
歩
き
や
す

い
道
の
整
備
や
遊
具
を
増
や

し
た
り
、
行
っ
た
こ
と
が
な

い
人
で
も
足
を
運
び
や
す
い

公
園
に
し
て
欲
し
い
で
す
。

　
舘
山
は
村
の
文
化
財
な
の

で
、大
型
の
遊
具
の
整
備
は

で
き
ま
せ
ん
。今
後
も
環
境

保
護
や
文
化
財
の
保
護
に

力
を
か
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　

ほ
か
の
地
域
か
ら
来
た
人

に
分
か
り
や
す
い
看
板
を
設

置
し
た
ら
ど
う
で
す
か
。

　
そ
の
と
お
り
で
す
。今
年
度

中
に
は
標
識
を
立
て
る
予
定

で
す
。

　

子
ど
も
が
迷
子
に
な
っ
た

と
き
な
ど
を
考
え
、
見
通
し

の
い
い
公
園
に
し
て
欲
し
い

で
す
。

 

安
全
が
確
認
で
き
る
施
設
整

備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

僕
の
通
学
路
に
は
急
カ
ー

ブ
が
あ
り
、
車
が
内
側
に
入

り
込
ん
だ
り
、
ま
た
除
雪
後
、

か
た
ま
り
が
歩
道
に
あ
り
、

タ
イ
ヤ
の
後
を
歩
い
て
い
る

と
車
が
来
て
怖
い
思
い
を
し

て
い
ま
す
。
村
は
こ
の
よ
う

な
歩
行
者
や
子
ど
も
達
が
安

全
に
通
行
す
る
た
め
に
、
危

険
な
と
こ
ろ
に
十
分
配
慮
し

て
い
る
の
で
す
か
。

　

村
の
道
路
に
カ
ー
ブ
が
多

く
見
ら
れ
る
の
は
傾
斜
を
回

避
す
る
た
め
で
す
。除
雪
は
業

者
に
で
き
る
だ
け
広
く
待
機

所
も
除
雪
す
る
よ
う
に
指
導

し
て
い
ま
す
。危
険
箇
所
に
つ

い
て
は
地
域
住
民
と
協
力
し

な
が
ら
安
全
確
保
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

村
民
の
憩
い
の
場
所
設
置

に
つ
い
て

青
生
野
区
民
の
「
手
ま
め

館
２
号
店
」
に
つ
い
て

舘
山
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

村
　
長

答
弁



質
問

小
林
　
　
蓮 

議
員

質
問

再

９ さめがわ議会だより第144号

正々堂々の活発な質問続出！
藤田 百美 副議長

村議会の主催により、第３回の子ども模擬議会が開催されました。
大樂村長と奥貫教育長が答弁をいたしました。 また議会に対しての

質
問

質
問

質
問

井
坂
　
　
光 

議
員

質
問

再

大
平
　
碧
斗 

議
員

質
問

再

鈴
木
　
智
大 

議
員

質
問

再

前
田
　一
成 

議
員

質
問

再

舟木 朝陽 議員

木村 天音 議員

蛭田 樹璃 議員

村
　
長

答
弁

村
　
長

答
弁

村
　
長

答
弁

村
　
長

答
弁

村
　
長

答
弁

村
　
長

答
弁

教
育
長

答
弁

村
　
長

答
弁

鈴木 功冴 議員

　

冬
期
間
は
暗
く
な
る
の
が

早
く
、
道
に
街
灯
を
設
置
し
て

欲
し
い
で
す
。

　
村
を
明
る
く
す
る
運
動
で
皆

さ
ん
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
努

力
し
ま
す
。

　

自
然
豊
か
な
鮫
川
村
の
知

名
度
を
上
げ
た
い
の
が
僕
の

願
い
で
す
。
村
へ
の
ツ
ア
ー
や

体
験
活
動
を
実
施
し
、
知
名
度

を
上
げ
て
人
口
減
少
を
食
い

止
め
、
移
住
す
る
人
も
出
て
く

る
と
考
え
ま
す
が
。

　

農
家
民
宿
に
宿
泊
す
る
農

村
体
験
ツ
ア
ー
を
計
画
し
て
い

ま
す
。ま
た
農
地
を
貸
し
て
定

期
的
に
農
業
を
体
験
し
て
も
ら

い
、村
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

僕
た
ち
は
紙
す
き
体
験
を

し
ま
し
た
が
他
の
地
域
か

ら
か
な
り
の
反
響
が
あ
り

ま
し
た
。
紙
す
き
体
験
は
ど

う
で
す
か
。

　

紙
す
き
に
は
清
い
水
が
必

要
で
す
。村
は
清
い
環
境
の

な
か
に
あ
り
、い
い
和
紙
が

取
れ
る
し
、い
い
指
導
者
も

い
る
の
で
、取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

 

バ
ス
を
運
行
す
れ
ば
ツ
ア
ー

に
参
加
す
る
人
が
増
え
る
と

思
い
ま
す
が
。

　

お
客
様
を
送
迎
す
る
あ
お

ぞ
ら
号
や
路
線
バ
ス
の
運
行
回

数
の
増
便
に
努
め
ま
す
。

　

村
民
が
み
ん
な
優
し
く
、
自

然
豊
か
で
、
星
が
き
れ
い
で
気

持
ち
よ
く
生
活
で
き
る
こ
の

村
を
未
来
に
残
し
て
欲
し
い

で
す
。
「
村
に
足
り
な
い
こ
と

が
あ
っ
た
な
ら
村
民
が
協
力
し

て
解
決
す
れ
ば
よ
い
」と
い
う

の
が
僕
の
考
え
で
す
。

　
村
を
残
す
た
め
に
は
皆
さ
ん

は
じ
め
、若
い
人
た
ち
の
力
が

必
要
で
す
。一
旦
村
外
に
出
て

も
戻
っ
て
き
て
、村
民
が
優
し

く
自
然
豊
か
な
鮫
川
村
を
残

し
て
い
く
先
頭
に
た
っ
て
村
を

引
っ
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
い
ま
す
。

 

村
は
毎
年
人
口
が
減
少
し
、

少
子
高
齢
化
が
目
に
見
え
て

い
ま
す
。
３
年
、
５
年
後
の
ビ

ジ
ョ
ン
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

清
ら
か
な
自
慢
の
水
と
農

業
を
主
と
し
、都
会
と
の
交
流

で
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
が
進
み
自
然
災

害
が
多
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
な
ど
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
し
た
生
活
に
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
で
す
か
。

　

村
は
街
路
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

今
年
度
に
整
備
を
し
ま
す
。ま

た
太
陽
光
発
電
な
ど
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
を
図
り

ま
す
。

　

緑
豊
か
な
鮫
川
村
の
す
ば

ら
し
い
自
然
を
守
り
続
け
て

い
く
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
。

　

毎
週
第
１
日
曜
日
を
環
境

美
化
の
日
と
し
て
村
民
を
あ

げ
て
美
化
活
動
を
目
指
し
て

ま
す
。今
後
も
資
源
の
無
駄
遣

い
を
な
く
し
、今
の
自
然
を
変

え
な
い
よ
う
な
各
取
り
組
み

を
村
民
と
と
も
に
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
達
の
教
育
に
は
た
く
さ

ん
の
お
金
が
か
か
っ
て
い
る
の

を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
感

謝
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
村
内
の
学
校
に
ど
れ
く
ら

い
の
お
金
が
か
か
っ
て
い
る
の

か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

電
気
料
等
の
施
設
の
維
持

費
に
１
３
１
９
万
円
、教
材
費

な
ど
の
活
動
費
に
１
７
４
３
万

円
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
委
託
費

に
９
６
４
万
円
、英
語
研
修
宿

泊
費
に
３
３
０
万
円
の
費
用
が

か
か
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の

お
金
は
地
域
社
会
の
皆
さ
ん

が
納
め
る
貴
重
な
税
金
が
使

わ
れ
て
い
る
の
で
、し
っ
か
り

勉
強
に
は
げ
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

鮫
川
村
の
知
名
度
を
上
げ

る
取
り
組
み
に
つ
い
て

鮫
川
村
の
自
然
を
守
る
取

り
組
み
に
つ
い
て

鮫
川
村
の
教
育
費
に

つ
い
て

今
の
ま
ま
の
自
然
豊
か
な

鮫
川
村
を
残
し
て
欲
し
い

村
　
長

答
弁


